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1.は じ め に
心理療法 を行 うなかで しば しば考えさせ られる事柄
の一つに,人 間がおかす 「悪」の問題がある。たとえ
ば,う そや盗みを頻繁 に繰 り返 し,ど うして もそれを
やめ られないこ とが問題 となって来談 する人がいた
り,他児 にひどい怪我 を負わせ るような暴力を振 るう
ことが問題で相談室に連れてこられる子 どももいる。
あるいは逆 に,ひ どいい じめに遭 ってこころの傷 を負
い,不 登校 になって しまった子 どもや,養 育者から虐
待 を受けて育 ち,基 本的な信頼感や安全感 を育むこと
が出来ないためにうま く日常生活が送れない,と いう
ような人が相談に来ることもある。その他 にもさまざ
まな相談が持 ち込 まれ るが,こ ういった人々の心理療
法を行 っていると,人 がいかに多 くの 「悪」 をおか し
ているのか に気付かされ,ま た同時に,そ の 「悪」に
よって人がいかに深 く傷ついているかを知 り,自分 も
含めた人間の業の深さについて考 えさせ られる。
そ こで本論では,人 間の 「悪」 について,心 理療法
を通 して見えて きた事柄 に基づいてい くらか考察 した
いと思 う。すなわち,人 間が 「悪」 とい うものにどの
ような影響 を受けているのか,そ してそのような影響
力 を持つ「悪」とどの ように関わってい くべ きなのか,
について論 じる。但 し言 うまでもな く,「悪」 という




2.「悪 」 を知 る こ と
「悪」の問題を考えるにあたって,ま ず 「いじめ」
を取 り上 げてみ よう。「い じめ」 とい う現象 は,い じ
める側,い じめ られる側,見 て見ぬふ りをする傍観者,
い じめをお もしろがって見ている観衆,の4者 構造か
らなると言われているが(1),これ ら4つ の立場 のどれ
も一度 も体験 したことがない,と いう人はほとんどい
ないであろう。何 らかの立場で,い じめ を体験 してい
ると思われる。筆者が大学生300人程度 に対 して,こ
れ ら4つ の立場のどれかでい じめを体験 したことがあ
るか をアンケー ト調査 した際には,こ れ ら4つ の立場
のうち,1つ も体験 したことが無いと答えた学生は一
人 もいなかった。 しか し注 目すべ きは,傍観 者 という
立場で しか体験 したことがな く,い じめについて見聞
きしてはいるものの身をもって知 っているわけではな
く,あ まり深 く考えたことがない,と いう人がかな り
多 く見 られたことである。
「悪」 を知るといって も,こ れは知的に理解 される
ような ものではな く,自分が身 をもって体験 していな
ければ,知 ることができない ものである。いじめはも
ちろんないほうがいい し,い じめを身をもって体験 し
ておいた方がいいなどと言 うつ もりは毛頭ない。 しか
し,「悪」 を身をもって知 るという体験 を全 くしてい
ないのは,や は り問題だ と思われる。
「悪」 を身をもって体験 していると,自分が 「悪」
をおか したときに感 じる罪意識や,自 分が 「悪」にさ
らされた時 に感 じる辛 さが分かる。そのような体験 は,
「悪」 に対するある程度の免疫力 と,自 分が 「悪」 を
行使することに対する抑止力 をもたらして くれる。む
しろ,こ のような 「悪」の体験的学習が少なすぎるが
ゆえに,昨 今のい じめが激化 しているとも言えるだろ
う(2)。死 に至 るほどの暴力を振 るいなが ら,「まさか
死ぬ とは思わなかった」 というい じめの加害者の言葉
をしば しば耳にするが,そ のような実感の無 さや,筆
者が行 ったアンケー ト調査で,い じめについてあま り
深 く考 えたことがないという,我 関せずというような
態度が比較的多 く見 られたことの背景 には,「悪」 を
知るとい う体験の希薄 さがあるのではないかと推測 さ
れる。
心理療法の場で も,「悪」 を体験せず に大人になっ
た人が来談することがときにある。Aさ んもその一人
であった。
Aさ んはこれまで,自 分 自身はい じめについて深 く
考えたことがなかったが,自 分の子 どもが小学校でひ
どいい じめに遭い,子 どもを通 して,初 めてい じめの
被害 に遭 うということが どれだけ辛 く苦 しいことかを
体験する。そ して同時に,い じめっ子たちに対 して激
しい憎悪 を感 じ,生 まれて初めて,自 分の中にこれほ
ど強い どろどろとした感情があったのか,と 気付かさ
れるのである。Aさ んはこれまで,人 を憎んだ り嫌 っ
た りする気持ちが よく分からず,誰 とでも仲良 く,平
和 に暮 らしてきた という。 しか し,い じめ という人間
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て,自 分 自身の中に 「憎悪」 とい う感情が芽生えた。
つまり,他者 と自分双方の中に潜む「悪」を,身 をもっ
て知る体験 をしたのである。 これまで 「悪」に本当の
意味で触れたことのなかったAさ んにとって,こ の よ
うな体験はダ自分の存在 を根底か ら揺さぶられるよう
な衝撃的な体験 となった。 しか し,この ような体験 を
通 して,Aさ んは,人 間というものに対する理解が よ
り深ま り,地 に足のつかない理想論ではな く,現実に
根 ざした認識力や洞察力 を身につけるようにな り,よ
りどっ しりとした深みのある人へ と変容 していった。
ここに挙げたような例でな くとも,なんらかの形で,
多 くの人が「悪」を知る体験 をしている と思われる し,
体験 している必要があるとも言 える。そのような体験
は人により深い認識を与 え,人 を成長させ る。逆 に,
その ような体験 の希薄化は,先 に述べた ようない じめ
の激化な ど,さ まざまな問題を引 き起 こす。 しか し現
代社会においては,「悪」の体験の希薄化や 「悪」に
対 して無自覚 な態度が優勢 になってきている傾向が感
じられるので,次 章では,「悪」への無 自覚 さが引 き
起 こす問題について,よ り詳細 に考えてみたい。
3.「悪」への無 自覚 さが引 き起 こす問題
「悪」 に無 自覚であるときに引 き起 こされ る問題 と
して,2点 に分 けて論 じたい と思う。
まず1つ 目は,「悪」 に無頓着す ぎて,知 らず知 ら
ずの うちに「悪」の被害に遭 ってしまうか もしれない,
とい うことである。これは,先 ほどのAさ んが当ては
まる。悪意や憎悪 といった感情 と無関係 に生 きてきた
Aさ んは,誰 とでも親 しくなり,誰 に対 して も個人的
な話 を打 ちあけ,皆で仲良 くしようとしていた。また,
子 どもへの教育 も,現実 にそ ぐわないような理想論 を
掲げていた。 このようなAさ んの悪意のなさや無防備
さは,彼 女が,子 どもがい じめに遭 うとい う 「悪」の
体験 に巻 き込 まれたことと無関係ではないだろう。 し
かし,Aさ んの場合,子 どもがい じめに遭 うという体
験 を通 して,遅 ればせながら「悪」を知 ることにな り,
また心理療法 を通 して,安直す ぎる理想論 を捨て去 り,
適度 に身を守 って他者 と距離をはか りなが ら接するす
べ を身につけることがで きた。その後は,現 実場面で
「悪」 に巻 き込 まれることは少な くなっている。
次 に,2点 目として指摘 したいのは,1点 目に取 り
上げたような,自 分が 「悪」の被害に遭 うとい うこと
とは逆 に,自分が,他 者 に対 して悪意なく 「悪」 を行
使 してしまうか もしれない,と いうことである。つま'
り,加害者の立場にたつ ことがあるかもしれない,と
いうことである。この場合 はたいてい,大 義名分の元
に 「悪」が行使 される。 このことは,い じめがなん ら
かの もっともらしい理由をつ けて行 われるこ とが多
い,と いう事実にも見て取れる。そしてい じめ られる
側 にも原因がある,と い うような論理がまか り通 って
しまうのである。 もちろん,い じめに限らず,よ り大
きな社会に目を向けてみても同じことが行われている
感があ り,戦争や民族紛争が行 われ る際に も,「○○
国の民主化のため」,「○○国の平和 のため」 などと言
われる。このような正 しい理由に基づいて戦争 を行い,
その中で殺鐵行為 を繰 り返 したとしても,そ の行為は
正当化 されるのである。つ まり,悪意のない 「悪」 な
のである。もちろんそれは,正 しい理由に基づいて間
違った行為 をしているに過 ぎないのだが。
人 も社会 も,自 分 自身の中にある 「悪」を認識する
ことが最 もつ らい。それゆえに,そ れを避けて誰かの
せいにして,大 義名分の元 にその誰か(他 国)を 攻撃
してしまう。このようなことが,対 等な1対1の 関係
の中で行われる(た とえば,1対1の 喧嘩など)で あ
れば,さ ほど大 きな問題 は引 き起 こされない。人は,
多 くの場合,自 分の中にあると認めがたい特性(多 く
の場合,欠 点)を 相手の中に見て,相 手 を攻撃 して し
まう。それを臨床心理学では 「投影性同一視」 と呼ぶ
が,こ の ような場合は,実 は相手の中に見ていた特性
は自分の中にあるものだった と認識することが必要で
ある。これを 「投影の引 き戻 し」 と言 う。これは,自
分 の中にある,認 めがたい 「悪」 を受け入れなければ
な らないので とても辛い作業 となるが,集 団の中でそ
のような 「悪のなす りつけ」が起 こる場合ほど,他 害
的な被害は大 きくない。 しか し先 に挙げたような戦争
や民族紛争,卑近な例 を挙げれば,いじめや虐待 といっ
た現象 は,集 団 における 「悪のなす りつけ」である。
ナチス ドイツのユダヤ人に対するしうちはあまりにも
有名であるが,す べてはユダヤ人の 「悪」のせいだ と
して,自 分たち自身が行 っている殺鐵行為がいか に
「悪」であるかには目もくれずに,自 分たちの行為 を
正当化 し,凄惨極 まりないことを行 った。そ してユダ
ヤ人を悪者 にして,自 分 たちの集団の凝集性 を高めて
いった。学級や社会で起 こるい じめや,家 庭内で起 こ
る虐待 も基本的にはこれと同 じ現象である。 これがい
わゆる,「スケープゴー ト」である。
スケープゴー ト現象は,特 別な人だけが起 こす特別
な出来事 では決 してない(3)。人が集 まる場所で は至 る
ところで起 きている現象 であ り,現代 社会 にお ける
「悪」の対処の仕方は多 くの場合,こ のスケープゴー
トというや り方 になってい る(4)。つま り,集 団におい
ては,非 常 に多 くの人が自らのうちに潜む 「悪」 に無
自覚 ・無頓着にな り,一部の人の中に自分 たち一人一
人のうちに潜 む悪を見 て(投 影性 同一視 して),その
一部の人を攻撃す る,と い うスケープゴー ト現象が起
きているのである。 しか しスケープゴー ト現象が,こ
のように,自 分たちの内に潜む 「悪」への無 自覚 さに
よって引 き起 こされていることを考 える と,「悪」 を
知る とい う体験 は,た とえ どんなに衝撃的 なこ とで





通 して,自 らの内にある 「悪」を認識する目を持つこ
とは重要である,と 考 えられる。
4.ス ケープゴー トに見 られる 「悪 」の実態
一虐待 を取 り上 げて一
前章で,「悪」へ の無 自覚 さが引 き起 こす問題 とし
て,ス ケープゴー ト現象 に触れた。現代社会 において
「悪」 を知 るとい う体験が希薄化する一方で,ス ケー
プゴー トの被害者は,想 像を絶するような強烈な苦 し
みを通 して 「悪」 を知る体験一 いや,む しろ 「悪」の
犠牲 になる という体験一 をしている。たとえば,い じ
めや虐待 もスケープゴー ト現象 にあたるが,い じめや
虐待 の被害 に遭 うとい うことは,「悪」 を知るな どと
簡単 に言 えるような体 験ではな く(も ちろん,「悪」
を知 るとい う体験 も衝撃的なのだが),この世 で生 き
てい く力を根 こそ ぎ奪われるような,こ ころも身体 も
深 く傷つけられる体験であると言える。近年,ト ラウ
マやPTSDとい う言葉が一般的 に も使 われる ように
なっているが,い じめや虐待の被害 に遭 うとは,ま さ
しくトラウマティックな体験である。心理療法 におい
て も,そ のような体験を した人々のこころのケアにつ
いて,主 として トラウマとい う視点か らさまざまなこ
とが考 えられている(5)(6)。
心理療法の現場でい じめや虐待に遭った子 どもや大
人と会 っていると,セ ラピス ト自身も,そ の体験の壮
絶さにおそれ慎 く。そ して,彼 らが体験 したであろう
恐怖,戦 陳,絶 望感,空 虚さ,切 迫感,憤 り,哀 しみ
…などさまざまな感情を味わうことがある。そ して,
い じめや虐待 とい う行為 を通 して見 えて くる人問の
「悪」のす さま じさに,思 わず 目をつぶ りたくなるの
である。
これまで筆者は,虐 待を受けた子 どもの心理療法に
ついて考 える際,「スケープゴー ト」 とい う視点 を取
り入れてきた(7)(8)。もちろん,ト ラウマ とい う視点 も
適宜取 り入れたが,筆 者が担当 してきたケースにおい
ては,虐 待 という トラウマティックな体験 とどう折 り
合い,ど うこれか らの一歩 を踏み出すか とい う際に,
虐待 とい う行為 を通 して目の当た りにさせ られた人間
の 「悪」 とどう向 き合 い,折 り合いをつけてい くのか
とい うことがテーマになる ことが多かったためであ
る。 また,い じめを受けた子 どもやその母親の心理療
法においても,や は り,人 間の「悪」のす さまじさや,
自分 自身の中にある 「亜'【≧」、」 と他者の中にある 「悪」に
ついて考えることがテーマになることが多かった。
では,い じめや虐待 といったスケープゴー トの被害
に遭 うとい う体験 を通 して 目の当た りに させ られる
「悪」 とは,一 体 どの ようなものなのだろうか。虐待
を例 として取 り上げて,少 し具体的に見てみ よう。
虐待 については,ニ ュースやテレビでも度 々報道 さ
れてお り,多くの人が少 なからず耳 にしてい るだろう。




え,部 屋 に軟禁 して数 日間絶食 させ るなどの虐待 を
行 っていた とい う。長男 は,身 長155センチに対 して
体重が29キロ,餓 死寸前であ り,皮膚の一部が壊死 ・
腐敗 していたと伝えられている。また,平 成14年に生
活安全局少年課が行 った,虐 待 に関する調杢の中に列
挙 されている事件 を見 てみ ると,"母親が,ミ ルクを
与 えても受け付 けず泣 き止まない乳児の腹部を踏みつ
け,腹 部打撲の内臓破裂 に基づ く出血により死亡 させ
る","父親が,な つかず,外 出時の支度 も遅い幼児に
腹 を立て,頭 部 ・顔面 ・胸部などを殴打,足 蹴 りする




で亡 くなってお り,そ の現場 を見ながら生 き延びて き
た子 どもや,家 族から性的被害 を受けた子 ども,食 事
や入浴などの基本的なケアが全 く施 されず,生 きるか
死ぬかのギリギリのところで生 き残った子 どもなど,
保護 された時には心理療法云々よりも,と にか く生命
を守ることが第一 というような人 もいた。また,生 命
に関わることがなくとも,親 から 「お前なんて生 まれ
てこなければよかった」 と言われ続けるという心理的
虐待 に相 当す るような養育環境で育 って きた人 もい
た。このような,目 を被いた くなるような 「悪」 を前
にして,我 々は言葉 をな くし,目 を覆いた くなるよう
な気持ちになるが,ここに記述 してきたようなことが,
彼 らが 目の当た りにさせ られ,そ の犠牲になった「悪」
の実態なのである。そ して,こ のような 「悪」 を行使
しているの も,ま たこのような 「悪」の犠牲 になって
いるの も同 じ人間であるとい う事実が,重 い現実 とし
ての しかかって くる。
いずれにせ よ,現 代社会において,「悪」 を知 る体
験が希薄化する中,ス ケープゴー トの被害者一虐待や
い じめの被害者一 は,壮 絶 な苦 しみを通 して 「悪」 を
知る体験 をしていると言える。そ してこのような「悪」
の犠牲になるとい う体験は,彼 らに非常に大 きな影響
を及ぼす。次章 においては,「悪」の犠牲 に曝 される
という体験が人に及ぼす影響について,筆 者が,虐 待
やい じめの被害者の心理療法を通 して感 じたことに基
づいて,4点 に分けて論 じる。
5.「悪」の影響 カ
ー スケープゴー ト被害 を中心 に一
虐待やい じめ といった,ス ケープゴー トの被害 に遭
うとい う体験は人にどのような影響 を及ぼすのであろ
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以下 に4点 に分けて指摘する。
まず1点 目は,虐 待やい じめの被害に遭 うと,人 は
「自分が悪いか らこのような目に遭 うのだ」,「自分は
なんて醜 く,汚 れているのだろう」 と,深 い 自己否定
感や 自己嫌悪感 を抱 くようになる,と いうことが挙げ
られる。そ して,自 分 自身 をみにくいあひるの子 のよ
うに感 じ,「忌み嫌われる自分」 というアイデンテ ィ
ティを自ら築 き上 げて しまうのである。 この ようなア
イデンティティのあ り方を,「スケープゴー トとの同
一一化」⑨と呼ぶ。
さらに2点 目として指摘 したいのは,虐 待やい じめ
の被害 に遭 った人は,あ ま りにす さまじい 「悪」 の犠
牲になるとい う体験をするがゆえに,自 分 自身がなぜ
この ような目に遭 ったのかの意味付 けをする際に,「忌
み嫌われる自分」というアイデンティティーすなわち,
スケープゴー トとの同一化一のみな らず,「自分 は殉
教者 として選ばれた聖女だ」㈲とい うような,「スケー
プゴー トにして救世主」(3)という自我肥大 したアイデ
ンティティ感覚 をも有することがある,と い うことで
ある。これは,な んとか自尊心を保 とうとする試みで
あると感 じられるが,「スケープゴー トにして救世主」
とい うアイデ ンティティ感覚 を有するようになると,
一個人として対処で きるはずのない,あ るいは対処す
る必要のないような 「悪」 に対 しても,過 剰に責任 を
負 お うとして しまうのである。この ようなアイデ ン
テ ィティ感覚を持ち続けることは,「悪」の被害 に遭




3点目としては,何 のいわれ もな く,自分がこの世
へ と生 まれ出てきた源(母 や家族)か ら徹底的に拒絶
される一虐待 を受 ける一 という体験 は,「自分が存在
するこ とへの処罰」(3)と感 じられてもおか しくない,
とい う点である。この世に自分が存在 してもよいのか,
存在す る場所が あるのか,'とい う思いが常 につ きま
とって しまう。その結果,「自分 にはこの世の どこに
も居場所がない」 という,想像 を絶するような 「実存
的な孤独感⊥を抱 えることになる。学生時代 にずっと
い じめに遭 ってきたある女性 も,「私 には母校がない」
と語 った。つま り,母校 と呼べるようなこころの拠 り
どころ,帰 属感が持てる場所が どこにもなか ったとい
うのである。
4点目としては,世 の中にある,楽 しさや歓び,や
さしさといった 「善」 なる側面が信 じられな くなる,
とい うことが挙げ られる。 これは,虐 待やい じめを受
ける中で,死 や暴力や破壊 といったことが 日常茶飯事
であ った人にとっては当然のことであろう。つま り,
「死の側面一暴力や破壊,悪,苦 しみ一」ばか りにリ
アリティを感 じて しまって,「生の側面一楽 しさや歓
びや癒 し,善 なること一」 にリアリティを感 じること
がで きないのである。 このこ とを,筆 者 は以前,「生
と死が乖離(断 絶)」している⑧,と表現 した。
この ように,い じめや虐待 といったスケープゴー ト
の被害に遭うとい う体験は,人 に多大 な影響 をもたら
す。これらの影響を受けた人は,こ の影響 を今後の人
生の中でどう意味付け,ど う折 り合ってゆ くのであろ
うか。次章においては,そ の点について考察をすすめ
たい と思 う。
6.「悪 」 との新 しい 関係
い じめや虐待 といった,ス ケープゴー トの被害に遭
うとい う体験を通 して受ける影響力について,前 章で
4点指摘 したが,実 際の心理療法のなかで,こ れらは
どのように変化 し,ま た,そ の後のその人の人生に意
味付 けられてい くのであろうか。これについても以前
に少 し論 じたことがあるので(9),それに基づ きなが ら
考察をすすめる。その際,筆 者がこれまで担 当して き
た,虐 待やいじめを受けた子 どもの心理療法を題材 と
するが,子 どもの心理療法 は遊びを通 して行 われるこ
とが多いので,そ の遊 びを中心に論 じてい く。子 ども
は遊びの中で,自 分のさまざまなこころの問題 を象徴
的に表現 し,遊びの中で解決 してい くことが多い。つ
ま り,遊びは単 なるお遊びではな く,そ こには,そ の
子 どものこころの問題が投影されてお り,遊 びを通 し
て癒 しが もたらされ,こころの変容が起 こるのである。
したがって,こ こで論 じる遊び(物 語作成な ど)も,
そのような観点か ら捉 えていただ きたい。
まず,B子 の事例 を取 り上げる。B子 は,学校で「ゴ
ミ女」 と呼ばれて長年虐め られ,「自分なんて死んで
しまえばいいんだ」 と自傷行為 を繰 り返す ことが問題
となって,相 談室を訪れた。心理療法開始後 しばら く
して,B子 はごっこ遊び を始 め,「乞食」.が主役の物
語 を作 り出す。そ してその 「乞食」には,B子 の自己
像が託 されている印象があった。
物語の中で,「乞食」 は,汚 れている と言 われて皆
に忌み嫌われ排 除されていたが,「乞食」 自身 もそれ
に抗 うことな く,自分のことを汚 らわ しいと思い,自
己嫌悪で一杯であった(こ こに,前 章で指摘 した 「ス
ケープゴー トとの同一化」が見 て取れる)。そ して物
語が展開 してい く中で,ま すます「乞食」は虐められ,
孤独 な放浪生活が続 き,B子 自身 もますます乞食を虐
める(こ れは,B子 自身が,こ れまでの人生において
「乞食」 に象徴 されるようなアイデンティテ ィを周囲
から押 し付 けられてきたことに対 して反発 を示 してい
る,と も考えられるだろう。それはある意味大切なこ
とであ り,こ れまでの人生の中でB子 は,た とえ押 し
付 けられたアイデンティテ ィが嫌で も,「嫌 だ」 と主
張することす らゆるされていなかった。 したがって,






し,押 し付けられた 「乞食」 というアイデンティティ
を拒絶す ることは,自 己主張のための大事な一歩だと
言 える)。しか しある とき,物 語 に変化が起 こる。そ
れは,「乞食」が飢え と暴力により瀕死の状態 にな り,
軒先 に身を横たえ,い よいよ死ぬというときに起 こっ
た。B子 が乞食 に食事 を与えたのである。まさにギリ
ギリのタイミングであったが,こ の ときB子 は,瀕 死
の 「乞食」を救った一 つまり,自 己像が託 されている
B子 自身を救おうとした一 のである。
スケープゴー トとの同一化が起 こっている場合,ま
ず,押 し付 けられた 「乞食」 というアイデ ンティティ
を拒絶す る,と い うことが起 こる。つ まり,周囲の人
か ら押 し付 けられた 「乞食」 とい うアイデ ンティティ
を,「それは私ではない!」 と拒絶す るのである。こ
の ような 「個」 としての欲求 を主張することは大変重
要であ り,これまで,学 級 でのい じめとい う犠牲 に曝
され,自 分 自身の 「個」 としての欲求など主張するこ
ともゆるされなかった ところか ら,初 めて,「それ は
嫌だ」とい う自己主張の一歩が踏み出されるのである。
しか し,そ の後,B子 は瀕死の乞食を救 う。逆説的だ
が,押 し付 けられた 「乞食」 とい うアイデンティティ
を一旦拒否 した後,今 度 は逆 に,自 ら 「乞食」の存在
.を受け入れようとす るのである。確か に,「乞食」 と
い うアイデンティティを拒絶 し尽 くしてしまうのは,
そ こに自己像 を投影 しているB子 からすると,自分 自
身 を根底か ら否定す ることになって しまう。その意味
で,乞 食 を救 ったことは,自 らが抱 えていた自己否定
感や自己嫌悪感 を乗 り越 えて自分 を受け入れ ようとす
る,自 己受容への一歩だと言 えるだろう。
B子ゐ物語の中で,救 出された 「乞食」はこの後,
とて も活発 になってい く。乞食であることには変わ り
がないのだが,こ れまでの,虐 げられ し者 という印象
とは異な り,社 会の辺縁 を闊達 に生 きるアウ トサ イ
ダー とい う印象へ と変わってい くのである。「乞食」
であることに卑下 もせず,か といって,尊 大ぶるでも
な く,ただあるがままに生 きるというイメージ…。こ
のような「乞食」イメージの変化は,B子 のこころが,
ス ケー プゴー トとの同一化か ら脱 しつつある と同時
に,ス ケープゴー トにして救世主 とい うような自我肥
大 したアイデンティティか らも逃れ られるようになっ
ていることを示唆 している。実際,日 常場面 において
も,B子 の 自己否定感や自己嫌悪感は少 し弱 まり,ま
た,自 分 は選ばれ し人間だか らこのような目に遭 った
のだ し,そ ういう役割 をまっ とうせねばならないのだ
というような自我肥大 したアイデンティティも感 じら
れな くなった。そ して,一 人間としての自然な感情一
これは嫌だ,あ れは欲 しい一が表現されるようになっ
ていった。
次 に,被虐待経験 を抱えるC男 の事例を取 り上げる。
C男 も,心理療法の中でごっこ遊びを展 開し,物語 を
作成 した。その物語の特性を一言で表現するならば,
「自分は どこか ら生まれて きて,ど こへ行 くのか」'と
いう非常に哲学的なテーマであった。いろいろな登場
人物が出て くるのだが,「僕 はどこから生まれて きた
の?」とか「私 は,ど こへ行けばいいのだろう?」,「お
母 さんってなんだろう?」 「僕 のお母 さんはどこ?」
といった台詞が何回 も聞かれた。そ して,そ れ らの台
詞の中には,自 身の存在のはかなさや,こ の世で定位
す る場所 のないこころもとなさなどが強 く感 じられ
た。前章で指摘 した,「実存 的な孤独感」が これに当
てはまるだろう。その ような孤独感や基盤のなさは,
い くつかの問題点が改善 されて心理療法が終了する際
にも,C男か ら消 えてな くなることはなかった。スケー
プゴー トとの同一化 か らも逃れ,闊 達なアウ トサ イ
ダー とで も言 うべ き新たなアイデンティティを身につ
けた後でさえ,そ のような 「孤独感一基盤のなさや空
虚感,欠 落感 など一」は根強 く残ったのである。
秋 田は,「DisfiguredHero」という概念を提唱 してい
るが(1°),これは邦訳す ると,「欠落の ヒーロー」 とか
「傷 を生 きる英雄」 と言 った意味になるそ うである。
そして,「DisfiguredHero」は,「神ならぬ,欠 けたる
人間が,そ の欠落のままに生 き抜こうとする」のであ
り,「回復 されることのない空虚 を生 きぬ くことで自
らを成 り立たせる」のだとい う。秋田の指摘 している
ことは,虐 待やい じめ といったスケープゴー トの被害
者の心理療法 においては,特 にこころにとどめてお く
必要のある考 え方ではないだろうか。C男 のこころに
残 り続けた 「実存的な孤独感」は,少 な くとも,筆 者
との心理療法のプロセスのなかでは埋 まるものではな
かった。このような孤独感一基盤のなさや空虚感,欠
落感一が埋 まらない ものである場合には,そ れを抱 え
て生 き抜いてい く姿勢が共有 されることが必要不可欠
なのである。埋まることのない孤独感 を抱 えて生 きる
とい う在 り方 は,先 ほ どのB子 の事例 において,「乞
食」 に表 されるような自己イメージを最終的には受け
入れてい く,と いうことともつながるであろう。 もち
ろん,同 じ 「乞食」で も,そ の在 り様が闊達なアウ ト
サ イダー という性質に変化 していることが重要なので
あるが。但 し,C男 の ようなケースのみならず,こ の
ような 「実存的な孤独感」 を感 じつつ も,「これか ら
自分 の居場所 を見つけるんだ!!」 とい うパワーのあ
る人 もいる。これは筆者の雑感であるが,男 児 よりも
女児 に,こ のような強 さを感 じさせ る子が多い印象が
ある。性差 とい うものがあるのか どうか科学的な根拠
はないが,女 児の側は将来的に 「産む」 ことのできる
性であることが,こ の世とのつなが りの強さや安定感
につながっているのか もしれない。
最後 に,虐 待やい じめの被害者が「死一暴力や破壊,
悪,な ど一」 の側面ばか りにリアリテ ィを感 じている
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(大人)の 心理療法の中で しばしば感 じられることで
ある。被虐待経験 を抱 えていたC男 の心理療法におけ
る物語の中でも,暴力 を振 るわれて怪我をするとか,
攻撃されて死んで しまうといったス トーリーが延々と
リアリティをもって繰 り返 された。そこには,助 けて
くれる人 はほとんど現れなかった し,た とえ現れたと
して も,そ こにリアリティは全 く感 じられなかった。
この ような物語を繰 り返 しなが ら,C男 は,虐 待 を受
け続けるなかで,生 きるか死ぬかのギリギリの ところ
でいつ も生 きてきたのだとい う 「C男のあるがままの
人生」 を表現 していた。少 なくとも筆者はC男 の物語
に耳を傾 けながら,そ のように感 じていた。 しか し,
このようなC男 の物語 にも,あ るとき変化が訪れる。
それは,物 語の中で悪者が 「オナラ攻撃」を しかけて
くるようになって しば らくしたときのことだったが,
悪者のオナラ攻撃 と全 く同時に,偶 然 にもC男 自身が
オナラをしてしまうのである。 これまで,暴 力につ ぐ
暴力 という,緊 迫感で一杯の物語であったのに,C男




なる。そ してその後,長 いプロセスの中で,徐 々に,
援助の手 を差 し伸べて くれるような人や動物 などが物
語に登場するようにな り,ま た,筆 者 との関わ りの中
で,あ た りまえの親切 さというものを知 り,C男 のこ
ころの中に,い わば「生の側面一楽 しさや歓びや癒 し,
善なること一」が少 しずつ根付いていった。 この後,
C男の物語は,「死や悪 に纏わる側面」 と 「生や善 に
纏わる側面」の両方がつなが りつつ流れてい くように
な り,生 と死の繰 り返 しというあるが ままの自然の流
れが感 じられるようになった。あ くまで,死 だけでも
な く生だけで もない,そ の両方が同 じ重みで語 られて
いる,という印象であった。現代人は生 と死が乖離 し,
生の方のみが評価 されがちであるが("),本来はこれら
双方が表裏一体の関係 となって,存 在 しているはずで
ある。虐待やいじめといったスケープゴー トの被害者
は,現 代人の特徴 とは逆 に,「死や悪」の方 にリアリ
ティがあ り,「生や善」の側面を信 じられない とい う
印象があるが,い ずれにせ よ,そ の両者がつなが り息
づいてい くことが重要であると感 じられる。
本章で論 じてきたように,ス ケープゴー トの被害 に
遭 うことで受ける影響力 というものは,心 理療法を通
して消えてなくなって しまうようなものでは決 してな
く,む しろ,変 わ らずそれらを抱 えてこれからの人生
を歩 んでい く,という方がイメージとして近いだろう。
なるほど,ス ケープゴー トとの同一化からは脱却でき
るし,ス ケープゴー トにして救世主 という自我肥大 し
たアイデンティテ ィも変化する。スケープゴー トとの
同一化か ら逃れてい く過程 におい て,「それは嫌 だ」
という個 としての欲 求を表現で きるようにな り,ス
ケープゴー トにして救世主 という自我肥大 したア イデ
ンティティを捨て去 る過程 の中で,「自分 が悪 いか ら
い じめや虐待 を受けるわけで もない し,そ の ような
『悪』 を自分が引 き受ける必要も義務 もない」 と,そ
の役割 を放棄することがで きるように もなる。このよ
うに,自 分が認識 して背負 うべ き 「悪」 と,自 分が個
人的な責任 を果たす必要のない 「悪」 を区別 し,一個
人 としての 「私」一等身大の自分一 を認識することは
重要である。 しか し,この ように 「悪」の犠牲 になる
ことを引 き受 けるのではな くノーと言 うことを体得
し,個 人的な欲求や感情 を表現で きるようになったあ
とも,彼 らは 「悪」 と特別な関係を結 んでいるように
筆者には感 じられるのである。
先ほ どのB子 やC男 は,心 理療法が終了 し,「個」
としての欲求や限界を認識 し,等 身大の 自分 として振
舞 えるようになった後 も,集 団の中で起こっている問
題一例えば,学 級での友達同士のいざこざ一 に仲裁 に
入 るなど,集 団 という 「場」が抱える問題 に携わろう
とする姿勢が感 じられた。これは,こ れまでB子 やC
男がい じめや虐待 という体験 を通 して,「個」 として
の自分を犠牲 にさせ られて きたような立場 としてでは
な く,あ くまで 「個」 としての欲求 を持 ち,「個」 と
しての限界 を認識 しなが ら,「場」の問題 に主体的 に
対処 しようとしていた,と いう意味である。このよう
な在 り方 は,「個」 として立脚 しなが ら 「場」の問題
に主体 的に携わるとい う,「個」 と 「場」をつ な ぐ強
さが求められるが,そのような在 り方に基づ きながら,
集団が抱 える 「悪」の問題 にも関わるとい う姿勢が,
B子 とC男 に見 られたのである。筆者はこの ような在
り方(態 度)を 「主体的受容性」(12)と呼んでいるが,
これは,こ こまでずっと論 じてきた「スケープゴー ト」
とは逆の現象である。つ まり,自分の中にある 「悪」
を否認 して一部の人のせいにし,そ の人たちを攻撃す
るというスケープゴー ト現象 とは全 く逆に,集 団が抱
える 「悪」の問題 を解決すべ く,そ れを自らのうちに
取 り込み一但 し,そ の 「悪」の犠牲になるという形で
は決 してな く一,毒 性を取 り除こうと主体的に行動す
るのである。Neumannはこの ような 「悪」 に対 する
態度 を 「代理受苦」 と呼び(4),スケープゴー トとい う
「悪」の対処方法 に代 わる,新 しい 「悪」の対処方法
として提示 している。つ まり,B子 やC男 は,虐 待や
い じめとい うスケープゴー トの被害に遭いなが ら,「目
には目を歯には歯 を」の論理でスケープゴー トの加害
者側 に回るので もな く,集 団において最 も苦 しく最 も
難 しい役割を担おうとしている と言え,「悪」 との新
しい関係のあ り方 を我々に示唆 して くれているとも言
えるだろう。 もちろん,虐 待やい じめの被害に遭った
人が,次 は加害者の側にたち,延 々と虐待やい じめの





いかな くとも,な かなかスケープゴー トとの同一化か
ら逃れ られなかった り,新 しい人生への一歩が踏み出
せなかった りする人 は多 く居 る。 しか しその一方で,
B子やC男 の よ うな人が居 るの も事実であ り,最 も
「悪」の犠牲に遭った人が,最 もす ぐれた 「悪」への
態度一 「悪」 との新 しい関係一 を示唆 して くれている
の もまぎれのない真実なのである。
次章では,本 章で明 らかになった 「悪」 との新 しい
関係 に基づ きなが ら,現代人ひ とりひ とりが 「悪」 と
どのような関わ りをしてい くべ きなのかについて考察
したい。
7.「悪 」 と関 わ る とい う こ と
ここまで,「悪」 を知 る体験 の必要 性や,そ のよう
な体験の希薄さが 「悪」の問題の氾濫を引き起 こし,
い じめの激化やスケープゴー ト現象の頻発 につながる
ことを指摘 した。 さらに,ス ケープゴー ト被害 に遭 う
体験 を通 して,そ の被害者がいかに壮絶な 「悪」の体
験をしているかにも言及 した。 しか し逆説的だが,そ
こから 「悪」 との新 しい関係が示唆 されることも明ら
かになった。そこで本章では,そ のような 「悪」 との
新 しい関係 を参考に しなが ら,現代人ひとりひとりが
「悪」 とどの ように関わるべ きかについて考察する。
B子やC男 の示 した 「悪」 との新 しい関係は,集 団
が抱える 「悪」の問題 を,自 己犠牲的にならず とも,
我が ごととして捉え,対処 してい くというものである。
しか し,B子 やC男 は,た だ単に集団が抱 える 「悪」
の問題 を,自 分の ことのように捉えて対処 していただ
けではないように思 われる。つま り彼 らは,集 団が抱
える 「悪」 の問題に携 わ りなが ら,同時 に,そ こに投
影されているB子 やC男 個人のこころに潜 む 「悪」の
問題 をも扱 っていたのではないか,と いう印象 を筆者
は抱いたのである。つま り,集 団の問題 を扱 うことと
個人の問題 を扱 うこととが同時的に起 こっているので
あ り,「個」 と 「場(集 団)」はどこかでつながってい
るのである。実は,「これは自分個人の問題だ」と思 っ
ていることが案外,集 団が抱 えている問題 と密接につ
ながっていることはよ くある。そのような「つなが り」
をどこかで意識 してお くことは,我 々ひとりひとりに
とって重要であ り,自分 自身の 「悪」 に向 き合 うこと
が,引 いては,集 団が抱 える 「悪」 に対処することに
つながっているという認識は大切である。B子 やC男
が示 して くれた 「悪」 との新 しい関係は,先 にも述べ
たように,Neu㎜㎝ の言 う 「代理受 苦」に重 な ると
思 われるが,Neu㎜anは「代理受苦」につ いて次の
ように説明 している。
すなわち,「集合的なるものの重荷 の一部 を,自 ら
の責任のうちに取 り込み,自 らの内側でなされる変容




やはり,個 人が 自らのうちに潜む 「悪」の問題に向
き合 うことと,集 団が抱える 「悪」の問題 に向 き合 う
ことが,パ ラレルに起 こっていると言えるだろ う。
Neumnanは代理受苦のみ ならず,現 代人が これか
ら先身に付 けてい くべ き倫理的な態度 についていくつ
か指摘 しているので,そ こか ら,現代人ひとりひとり
が身につけてい くべ き 「悪」への関わ り方について,
さらに考 えてみよう。
Neumannは,自分の こころの無 意識 的な部分 を抑
制 したり抑圧 したりすることな く,それを受容 し,意




ではなく,自 身の心の中にある闇(悪)を しっか りと
意識化 し,そ れ も勘定に入れなが らふさわしい行動 を
取ること,そ して,そ の行動が個人(自 分 自身)だ け
ではな く場全体へ及ぼす影響 も合わせて考える姿勢 を
持つべ きであることが指摘 されているのである。 さら




これ らのことを筆者な りにまとめると;本 論文の最1
初 に述べ た,「悪」を体験的に知 ることなどを通 して,
まず,人 は自分のこころに潜む 「悪」 を知 り,それを
考慮 しなが ら行動す ることが必要であると言えるだろ
う。被虐待経験 を持つC男 の事例の中で,「死の側面一
悪な ど一」 と 「生の側面一善など一」がつなが りつつ
流れてい くという,あ るがままの自然の流れが大切で
あると述べたが,こ のような善 と悪は確かにこの世 に
存在 してお り,表裏一体の関係 となっていつもそこに
在 る。 しか し,つ い,人 は自分の中にある 「悪」や社
会 の中にある 「悪」を無視 し,「善」 ばか りを見 よう
とする。生 と死,善 と悪が乖離 しているのが現代社会
の特徴だ と先 にも指摘 したが,こ のような乖離を癒す
態度を持つことが,現 代人ひとりひとりにとって必要
だ と言 える。さらに,やや極端な表現か もしれないが,
善 と悪 とい う区別 自体がそ もそ もナンセンスであ り,
生(死 をも含 んだ生)が 孕むパラ ドクスを,生 と死,
善 と悪 というように,人 が勝手 に区別 しているに過 ぎ
ない とも言えるのである。善悪 を超 えた,た だあるが




は,一 人一人が しっか りした 「道徳観」 を持ち,自 分
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的な視野」を持つことの重要性が示唆 されているので
はないだろうか。 さらに,道 徳的に問題があっても倫
理的には善であると判断 した場合は,そ の行動 は善で
ある,とい う指摘 については,自分のこころの中にしっ
か りした 「倫理観一 善悪の判断一」を持 ち,そ れに基
づ きなが ら自立的に判断す ることの重要性が指摘 され
ているもの と思われる。何かの行為をする際,そ れが
道徳的に問題があるから行わないとか,あ るいは道徳
的 に問題が なければ何 をや って もよい というだ けで
は,単に外枠で自らの行為 を規定 しているにす ぎない。
そ うではな く,己 の内にしっか りした判断基準一倫理
観一 を持つことが重要である。ここが しっか りしてい
ないか らこそ,正 しい理由のもとに間違 ったことが行
われる一他国の民主化のためだ といって殺裁行為を繰
り返 した り,大義名分の もとにい じめを行 った りす
る一のである。 ごく簡単に言 えば,道 徳観 とは社会 に
おけるルールであ り,倫理観 とは自分の中にある善悪
の判断であるといえるが,そ の両者を個々人がこころ
の中で しっか りと樹立 させることが必要であ り,それ
に基づいて行動するという自立的態度を持つ ことが重
要だと思われる。
現代社会 においては,一 方では 「悪」の体験が希薄
化 してお りジスケープゴー トという形で自分の中にあ
る 「個人的な悪」す ら他者になす りつけて,自 分 のも
の として意識化せず,他 方では,そ のような 「悪」の
犠牲 に遭い(ス ケープゴー トの被害 に遭い),個人が
引 き受 けるべ き以上の 「絶対的な悪」を引 き受けさせ
られている人がいると言える。た しかに,スケープゴー
トとい う現象 は,「悪」の対処方法 として これか らも
根強 く残 り,そう簡単 に解消されることはないだろう。
また,本 章で述べ たような,「悪」 との関わ り方 も,
必要不可欠ではあるものの大変厳 しい倫理観が要求 さ
れている とも言える。だか らこそPerera(3)が,この よ
うな新 しい倫理 を身につけることがで きるのは一部の
選ばれた人だけである,と 述べ ているのである。 しか
し,「悪」の犠牲 になったスケープゴー トの被害者の
心理療法 を通 して,「悪 との新 しい関係」が明 らかに
なっている以上,現 代人ひとりひとりが,本 章で論 じ
てきたような,悪 との関わ り方や倫理観に開かれた態
度 を示 してい くことが必要だと感 じられる。つ まり,
「悪」 を我がごととして捉えて生 きてい くという姿勢
が求められているのである。それは,善 良で完全 な人
間になろうとすることではな く,む しろその反対 に,
「悪」 も含みこんだ全体的な人間であること一不完全





「悪」 との 関わ り方 につい て述べ た。 もち ろん,「悪」
ノ
と関わるとか我が ごととして捉 えるといって もそれは
容易ではない し,「悪」があま りに破壊的であれば,
自分が押 しつぶされてしまうことにもな りかねない。
そのようなときは,強 大な 「悪」から一気 に逃げる し
かない場合 もある。 また,Pereraが,選ばれた人だけ
が厳 しい倫理観 に基づ く行動様式を身につけることが
できると述べているように,た しかに,B子 やC男 の
ような人は選ばれた人(ス ケープゴー トにして救世主
とい う意味で選ばれてい るのではな く,「悪」への新
しい関わ り方 を身につけられるだけの強さを持 ってい
るとい う意味で選ばれている)の かもしれない。 しか
しだか らといって,'それ以外の人が何 もしな くてよい
ということではないであろうし,先にも述べたように,
個人が 自らのうちに潜む 「悪」 に向 き合 うことは,場
が抱 える 「悪」の問題 に携 わることにもつなが るので
ある。
本論文で述べ てきたことは,「悪」 に纏 わるほんの
部分的考察であるが,こ こで論 じたことは,筆 者が実
際の心理療法を通 して体得 したことがベースになって
いる。スケープゴー ト被害 に遭った人との心理療法に
おいて,筆 者は,「悪」の深淵 さや生 に纏 わるパ ラ ド
クスを目の当た りにし,時 には言葉 を失うほ どの衝撃
を受ける。 しか しそのような体験 を通 してこそ,現 代
人ひとりひ とりが どのように 「悪」 と向 き合 うべ きか
についてさまざまな知見が得 られている,と も感 じて
いる。今後 も,実際の心理療法 を通 して得 られたこと
をもとに,「悪」 との関わ り方 について考察 を深めて
いきたい。
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